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大
空
へ

平成３０年７月⑴

超
え
る
市
民
が
会
場
に
集

ま
り
ま
し
た
。

　

競
技
は
16
チ
ー

ム
を
赤
、
青
、
黄
、

白
の
4
つ
の
組
に
分

け
て
行
わ
れ
、
「
綱

引
き
」
や
「
障
害
物

＆
借
り
物
競
争
」

と
い
っ
た
運
動
会
の

定
番
種
目
の
ほ
か
、

「
謎
解
き
」
や
「
足

つ
ぼ
競
歩
競
争
」
、

「
チ
ャ
ン
バ
ラ
剣
士

バ
ト
ル
」
、
学
生
考

案
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

種
目
「
棒
引
き
ク
イ

ズ
」
な
ど
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
豊
か
な
10
種
目

の
合
計
得
点
で
色

別
及
び
チ
ー
ム
別
の

優
勝
が
争
わ
れ
ま
し

西日本学生体操選手権  連覇 杉野さん、国際大会で金メダル獲得！
　

5
月
25
日
～
27
日
、
北
九
州
市
立
総
合
体
育

館
（
福
岡
県
）
で
開
催
さ
れ
た
第
68
回
西
日
本

学
生
体
操
選
手
権
、
体
操
競
技
の
部
の
男
子
団

体
に
お
い
て
鹿
屋
体
育
大
学
体
操
競
技
部
が
優

勝
し
、
本
大
会
連
覇
、
6
回
目
の
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

団
体
戦
は
各
種
目
（
ゆ
か
・
あ
ん
馬
・
吊
り
輪
・

跳
馬
・
平
行
棒
・
鉄
棒
）
上
位
５
名
の
得
点
を

合
計
し
て
順
位
が
決
ま
る
も
の
。
同
大
学
は
、
個

人
総
合
で
も
2
位
に
入
っ
た
藤
巻
竣
平
さ
ん
（
ス

ポ
ー
ツ
総
合
課
程
1
年
）
が
６
種
目
全
て
で
チ
ー

ム
得
点
に
貢
献
す
る
活
躍
を
見
せ
た
ほ
か
、
個
人

総
合
3
位
の
大
村
幸
輝
さ
ん
（
同
4
年
）
も
ミ

ス
を
最
小
限
に
止
め
チ
ー
ム
を
牽
引
し
ま
し
た
。

　

当
日
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
大
村
さ
ん
は
「
エ
ー

ス
2
名
不
在
の
中
、

最
後
ま
で
諦
め
ず

に
や
り
き
り
見
事

団
体
優
勝
で
き
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ

満
足
で
き
る
試
合

内
容
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
チ
ー
ム

一
丸
と
な
っ
て
全

日
本
イ
ン
カ
レ
優

勝
を
目
指
し
ま
す
」

と
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。

　

5
月
31
日
～
6
月
3
日
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
の
コ

ぺ
ル
で
開
催
さ
れ
た
体
操
の
２
０
１
８
Ｆ
Ｉ
Ｇ

種
目
別
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
・
ス
ロ
ベ
ニ
ア
大
会

に
、
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
た
鹿
屋
体
育
大

学
体
操
競
技
部
の
杉
野
正
尭
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ

総
合
課
程
2
年
）が
、鉄
棒
で
見
事
金
メ
ダ
ル（
ス

コ
ア
14
．１
０
０
）
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

国
際
大
会
で
の
金
メ
ダ
ル
が
3
個
目
と
な
っ

た
杉
野
さ
ん
は
、「
得
意
種
目
の
あ
ん
馬
で
優
勝

す
る
こ
と
が
で
き
ず
悔
し
か
っ
た
の
で
、
翌
日

の
鉄
棒
決
勝

で
は
『
必
ず
優

勝
す
る
』
と
い

う
強
い
気
持

ち
と
集
中
力

を
も
っ
て
臨
ん

だ
。
最
後
の

着
地
ま
で
狙
っ

て
止
め
る
こ
と

が
で
き
て
良

か
っ
た
」
と
喜

び
を
語
り
ま

し
た
。

体操競技部

　

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
前
文

に
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
は
、
心
身

の
健
康
の
保
持
増
進
に
も
重

要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で

あ
り
、
健
康
で
活
力
に
満
ち

た
長
寿
社
会
の
実
現
に
不
可

欠
」
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
適
切
に

継
続
す
る
こ
と
で
、
生
活
習

慣
病
予
防
や
介
護
予
防
を
通

じ
て
健
康
寿
命
の
延
伸
や
社

会
全
体
で
の
医
療
費
抑
制
へ

の
貢
献
が
期
待
さ
れ
ま
す
▼

２
０
１
６
年
の
日
本
の
平
均

寿
命
は
女
性
で
87
．14
歳
、
男

性
で
80
．98
歳
と
い
ず
れ
も
過

去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。

「
健
康
上
の
問
題
で
日
常
生

活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く

生
活
で
き
る
期
間
」
で
あ
る

健
康
寿
命
も
女
性
が
74
．79

歳
、
男
性
が
72
．14
歳
と
、
こ

の
３
年
間
で
0.5
～
1.0
歳
ほ
ど

延
び
て
い
ま
す
が
、
平
均
寿

命
と
健
康
寿
命
の
差
に
は
10

歳
ほ
ど
の
差
が
あ
る
こ
と
も

事
実
で
す
▼
２
０
２
０
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け

て
ス
ポ
ー
ツ
普
及
の
気
運
が

醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。一

方
、
介
護
福
祉
の
立
場
か
ら

は
団
塊
の
世
代
（
人
口
の
多
い

世
代
）
が
後
期
高
齢
者
（
75

歳
以
上
）
に
達
す
る
２
０
２
５

年
問
題
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
▼
鹿
屋
体
育
大
学
の
社
会

的
役
割
は
大
き
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。（
競
技
）
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
や
競
技
力
向
上
に
資

す
る
科
学
へ
の
貢
献
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
健
康
づ
く
り
・

介
護
予
防
の
た
め
の
（
生
涯
）

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
や
健
康
寿

命
延
伸
へ
の
貢
献
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
で

日
本
の
未
来
を
明
る
く
し
ま

し
ょ
う
。（
Ｍ
・
Ｎ
）

　

5
月
20
日
、
鹿
屋
体
育

大
学
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
で
市
民

参
加
型
運
動
会
「
２
０
１
８

か
の
や
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー

ツ
（
主
催
：
鹿
屋
体
育
大

学
、
共
催
：
鹿
屋
市
）
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
平
成
29
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
「
日
本
版
Ｎ
Ｃ
Ａ

Ａ 

『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
Ａ
モ
デ

ル
』
」
の
取
り
組
み
の
ひ
と

つ
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の

で
す
。
大
学
と
自
治
体
が
連

携
し
て
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
・
開
催
す
る
の
は

全
国
初
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
小
学
生
チ
ー
ム

や
仕
事
仲
間
で
結
成
し
た

チ
ー
ム
な
ど
16
チ
ー
ム
と
そ

の
応
援
団
等
、
３
０
０
名
を

「2018かのやエンジョイスポーツ」開催！

た
。

　

ま
た
、
学
生
36
名
が
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
運
営
に
携

わ
っ
た
ほ
か
、
勝
負
ど
こ
ろ

で
は
助
っ
人
と
し
て
競
技
に

参
加
。
高
い
身
体
能
力
で
勝

利
に
貢
献
す
る
な
ど
、
学
生

と
市
民
の
交
流
の
場
に
も
な

り
ま
し
た
。

　

最
後
の
色
別
リ
レ
ー
で

は
大
き
な
声
援
が
飛
び
交

い
、
成
績
発
表
で
は
大
逆
転

劇
も
生
ま
れ
る
な
ど
、
最
後

ま
で
大
い
に
沸
き
、
参
加
者

は
、
来
年
へ
の
期
待
を
胸
に

会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。



⑵

あなたの町に、レモンガス
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6
月
1
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
で
は
、
自
転
車
競
技
部
の

橋
本
優
弥
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ

総
合
課
程
3
年
）
が
平
成
29

年
度
中
に
樹
立
し
た
4
つ
の

日
本
新
記
録
を
祝
し
、
そ
の

功
績
を
称
え
る
と
と
も
に
後

に
伝
え
る
た
め
に
記
念
植
樹

を
行
い
ま
し
た
。

　

橋
本
さ
ん
は
、
日
本
代
表

と
し
て
、
女
子
チ
ー
ム
パ
ー

シ
ュ
ー
ト
（
4
㎞
）
に
参
戦

し
、
２
０
１
７
ト
ラ
ッ
ク
世

界
選
手
権
大
会
（
中
国
／
香

日
本
新
記
録
記
念
植
樹
を
実
施

港
）、
２
０
１
７

－

１
８
ト

ラ
ッ
ク
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
第

2
戦
（
イ
ギ
リ
ス
／
マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
）、
第
38
回
ア
ジ

ア
自
転
車
競
技
選
手
権
大
会

ト
ラ
ッ
ク
レ
ー
ス
（
マ
レ
ー

シ
ア
／
ニ
ラ
イ
）
に
お
い
て

日
本
新
記
録
を
4
回
樹
立

（
3
回
更
新
）
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
教
職
員
、
学
生

ら
が
見
守
る
中
、
松
下
雅
雄

学
長
と
と
も
に
、
橋
本
さ
ん

自
身
が
選
ん
だ
「
八
重
桜
」

の
木
を
同
大
学
武
道
館
前
の

芝
生
広
場
へ
51
本
目
の
記
念

樹
と
し
て
植
樹
し
ま
し
た
。

　

橋
本
さ
ん
は
、「
好
成
績

を
残
せ
て
い
る
の
も
多
方
面

の
方
の
ご
支
援
・
応
援
の
お

か
げ
で
す
。
私
の
で
き
る
恩

返
し
は
こ
れ
か
ら
も
結
果
を

出
し
て
、
日
本
や
世
界
に
鹿

屋
体
育
大
学
の
名
前
を
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
る

こ
と
」
と
述
べ
ま
し
た
。

について小論文により判断します。
• �スポーツ・武道及び体育・健康づくりにおけるリーダーシップやマナー、コミュ

ニケーション能力などについて面接により判断します。
一般入試
• �入学後の教育に十分に対応し自らの趣向性にあうように、文系・理系に特に偏る

ことなく、さらにこれからのグローバル化した社会に対応するために外国語（英語）
の基礎学力を備えているかを判断するために、大学入学者選抜大学入試センター
試験において本学が指定する教科・科目の成績により判断します。

• �スポーツ・武道及び体育・健康づくりにおけるリーダーシップやマナー、コミュ
ニケーション能力、および知識や経験に基づく思考・判断・表現力などについて
面接により判断します。

• �スポーツ・武道に関する基礎的な実技力またはあらゆるスポーツに関する基礎的
な身体資質の特性を課程別に指定した実技検査により判断します。

第 3年次編入学試験
• �スポーツ・武道及び体育・健康づくりの分野に関心を持ち、それらを指導し、普

及させるための基礎的な知識について小論文により判断します。
• �スポーツ・武道及び体育・健康づくりにおけるリーダーシップやマナー、コミュ

ニケーション能力、および知識や経験に基づく思考・判断・表現力などについて
面接により判断します。

• �スポーツ・武道に関する基礎的な身体資質の特性を運動能力検査により判断しま
す。

平成31年度鹿屋体育大学
学生募集のお知らせ

平成31年度入学者選抜日程
体 育 学 部 AO（SS）入試 推薦入試 一般入試 特別入試

（帰国子女・社会人）
私費外国人
留学生入試

第３年次
編入学試験

募
集
人
員

スポーツ
総合課程 10人 50人 60人

若干人 若干人 20人武 道
課 程 5人 20人 25人

出願期間 H30.9.3（月）
～9.18（火）

H30.11.19（月）
～11.22（木）

H31.1.28（月）
～2.6（水）

H30.11.19（月）
～11.22（木）

H31.1.28（月）
～2.6（水）

H30.8.1（水）
～8.6（月）

選抜期日

第1次選考:
　H30.9.3（月）～

9.18（火）
第2次選考:

H30.10.12（金）

H30.12.6（木）・
12.7（金）

H31.2.25（月）・
2.26（火）

H30.12.6（木）・
12.7（金）

H31.2.25（月）・
2.26（火）

H30.8.21（火）・
8.22（水）

本 学 が
実施する 
試 験

第1次選考:
競技歴及び
意欲等審査
第2次選考:
面接・健康診断

小論文、面接、 
実技検査、
健康診断

面接、
実技検査、
健康診断

小論文、面接、 
実技検査、
健康診断

小論文、面接、 
実技検査、
健康診断

小論文、面接、 
運動能力検査、
健康診断

合 格 者
発 表 H30.10.17（水） H30.12.14（金） H31.3.6（水） H30.12.14（金） H31.3.6（水） H30.9.5（水）

※出願資格、出願書類、選抜方法等の入学者選抜に関する詳細については、大学公式ＨＰでご確認ください。
入試に関する問い合わせ先
〒891-2393　鹿児島県鹿屋市白水町1番地　鹿屋体育大学教務課入試係
E-Mail：nyushi@nifs-k.ac.jp   TEL：0994−46−4869  FAX：0994−46−2515
公式ホームページ　https://www.nifs-k.ac.jp/

平成30年度鹿屋体育大学入学者の選抜試験結果
入試区分 募集人員 志願者 受験者 合格者 追加合格者 入学辞退者 入学者

ＡＯ入試
ス ポ ー ツ 総 合 10 10（4） ※10（4） 10（4） 0（0） 10（4）
武 道 5 5（3） ※5（3） 5（3） 0（0） 5（3）

計 15 15（7） ※15（7） 15（7） 0（0） 15（7）

推薦入試
ス ポ ー ツ 総 合 50 81（27） 81（27） 50（17） 0（0） 50（17）
武 道 20 21（8） 21（8） 20（7） 0（0） 20（7）

計 70 102（35） 102（35） 70（24） 0（0） 70（24）

一般入試
ス ポ ー ツ 総 合 60 250（53） 236（52） 68（11） 0（0） 3（0） 65（11）
武 道 25 40（7） 36（7） 29（5） 0（0） 3（2） 26（3）

計 85 290（60） 272（59） 97（16） 0（0） 6（2） 91（14）

特別入試
（帰国子女）

ス ポ ー ツ 総 合 若干人 2（0） 2（0） 1（0） 0（0） 1（0）
武 道 若干人 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）

計 － 2（0） 2（0） 1（0） 0（0） 1（0）

特別入試
（社会人）

ス ポ ー ツ 総 合 若干人 2（0） 2（0） 1（0） 0（0） 1（0）
武 道 若干人 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）

計 － 2（0） 2（0） 1（0） 0（0） 1（0）

私費外国人
留学生入試

ス ポ ー ツ 総 合 若干人 2（0） 2（0） 2（0） 0（0） 2（0）
武 道 若干人 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）

計 － 2（0） 2（0） 2（0） 0（0） 2（0）

合　　計
ス ポ ー ツ 総 合 120 347（84） 333（83） 132（32） 0（0） 3（0） 129（32）
武 道 50 66（18） 62（18） 54（15） 0（0） 3（2） 51（13）

計 170 413（102） 395（101）186（47） 0（0） 6（2） 180（45）

入　試　区　分 募集人員 志願者 受験者 合格者 追加合格者 入学辞退者 入学者

第３年次
編入学

スポーツ総合
20

45（5） 45（5） 20（2） 1 （0） 19（2）
武　　　道 1（1） 0（0） 0（0） 0 （0） 0（0）

合　　　　　　　　計 20 46（6） 45（5） 20（2） 1 （0） 19（2）

※AO入試の受験者数は、第２次選考の受験者数

体育学部 （　）は女子で内数

鹿屋体育大学の使命・教育理念
　1981 年に開学した国立大学唯一の体育系単科大学である鹿屋体育大学
は、スポーツ・武道及び体育・健康づくりの分野において実践的かつ創
造的で市民性、国際性を備えたリーダー・指導者を養成することを使命
とし、本学の教育課程を核に、社会人としての豊かな教養の涵養や将来
を展望し、勤労観・職業観を醸成しつつも、体育学に関してあらゆる専
門性の深化と充実を目指します。
アドミッション・ポリシー（AP）求める学生像
①　体育学を学ぶための基礎的な力を身に付けている学生
　�　文系・理系に偏ることのない基礎学力とともに、自分の得意分野の

実技能力をも身に付けている学生
②　自己表現ができる学生
　�　自分が身に付けた学力や実技で得た経験値を総合的に活用・応用し、

スポーツ・武道および体育・健康づくりに関する新たな課題やその解
決策を考察し、他者に伝えることができる学生

③　新たな課題に挑む意欲のある学生
　�　礼節とスポーツマンシップを身に付けた、新たな課題に進んで挑戦

しようとする、感性豊かで協調性のある学生
入学試験の基本方針
　本学のアドミッション・ポリシーに基づき、以下の入試区分において
入学試験の基本方針を示します。
AO（SS）入試
• �スポーツ・武道の分野で極めて優れた競技能力を有し、近い将来国際

大会等で活躍しうる資質について競技実績により判断します。
• �本学への明確な志望動機や入学後の競技や学生生活に関するビジョン

のほか、リーダーシップやマナー、コミュニケーション能力などにつ
いて自己推薦文や面接により判断します。

推薦入試
• �スポーツ・武道の分野で高い競技能力を有し、将来トップレベルの競

技者になりうる資質について、課程別に指定した実技検査により判断
します。

• �スポーツ・武道及び体育・健康づくりを指導・普及させるための基礎
的な知識、また指導・普及における課題に対する思考・判断・表現力
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学生課　スポーツ支援係
阿久根　祐樹

経営戦略課経営戦略係
久木田　由佳

◆
初
心
を
忘
れ
ず
に

◆
新
社
会
人
と
し
て

　

４
月
1
日
付
け
で
学
生
課

ス
ポ
ー
ツ
支
援
係
の
配
属
と

な
り
ま
し
た
阿
久
根
祐
樹
で

す
。
平
成
6
年
に「
加
世
田
」

で
生
ま
れ
24
年
間
鹿
児
島
薩

摩
半
島
で
過
ご
し
て
き
ま
し

た
。
今
年
か
ら
初
め
て
の
大

隅
半
島
暮
ら
し
で
最
初
は
ほ

ん
の
少
し
不
安
で
し
た
が
、

3
カ
月
経
つ
今
で
は
鹿
屋
で

の
暮
ら
し
は
と
て
も
充
実
し

て
い
ま
す
。
た
だ
鹿
屋
（
大

隅
）
の
名
所
に
つ
い
て
よ
く

把
握
し
て
い
な
い
の
で
、
是

非
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
数

学
専
修
を
卒
業
、
ま
た
学
生

時
代
か
ら
の
ア
ル
バ
イ
ト
を

含
め
約
四
年
間
学
習
塾
で
働

い
て
い
ま
し
た
。
今
ま
で
は

小
・
中
学
生
と
か
か
わ
り
を

も
ち
、
こ
れ
か
ら
は
大
学
生

と
共
に
過
ご
し
て
い
く
の
で

少
し
ば
か
り
年
齢
の
違
い
は

あ
り
な
が
ら
も
毎
日
が
新
し

い
発
見
ば
か
り
で
楽
し
い
で

す
。

　

私
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
あ

か
る
く　

く
じ
け
ず　

ね

ば
り
強
く　

で
す
。
中
学
２

年
生
の
生
徒
会
総
選
挙
の
頃

か
ら
変
わ
ら
な
い
こ
の
モ
ッ

ト
ー
を
持
ち
、
鹿
屋
体
育
大

学
に
来
て
抱
い
た
「
が
ん
ば

る
ぞ
！
」
と
い
う
初
心
を
忘

れ
ず
に
日
々
精
進
し
て
い
き

ま
す
の
で
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
付
け
で
経
営
戦

略
課
経
営
戦
略
係
に
配
属
に

な
り
ま
し
た
、
久
木
田
由
佳

と
申
し
ま
す
。
３
月
に
鹿
児

島
大
学
を
卒
業
し
、
こ
こ
鹿

屋
で
社
会
人
と
し
て
新
生
活

を
始
め
、
3
ヵ
月
が
経
ち
ま

し
た
。
当
初
は
右
も
左
も
わ

か
ら
な
い
私
で
し
た
が
、
上

司
や
先
輩
方
に
日
々
助
け
て

い
た
だ
き
、
業
務
に
励
ん
で

お
り
ま
す
。
配
属
さ
れ
る
ま

で
想
像
も
つ
か
な
か
っ
た
よ

う
な
業
務
を
送
る
毎
日
で
、

大
学
組
織
が
改
め
て
多
く
の

人
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

22
年
間
鹿
児
島
市
で
生
活

し
て
お
り
鹿
屋
に
来
る
機
会

は
少
な
か
っ
た
た
め
、
自
然

豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。
で
す
が
、
活
気

溢
れ
る
街
で
週
末
に
は
周
囲

の
探
索
を
し
た
り
と
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
も
充
実
し
て
い
ま

す
。
車
で
の
移
動
が
増
え
た

の
で
、
運
動
不
足
に
な
ら
な

い
よ
う
気
を
付
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

直
接
学
生
さ
ん
と
接
す
る

こ
と
は
少
な
い
で
す
が
、
少

し
で
も
お
力
に
な
れ
る
よ
う

日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

総務課職員係
今井　妙

◆
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

４
月
１
日
付
け
で
採
用
さ

れ
ま
し
た
、
総
務
課
職
員
係

の
今
井
と
申
し
ま
す
。
出
身

は
鹿
児
島
県
で
す
が
、
つ
い

最
近
ま
で
県
外
で
生
活
し
て

い
ま
し
た
。
温
か
い
鹿
屋
市

の
皆
さ
ん
に
助
け
て
頂
き
な

が
ら
、
久
し
ぶ
り
の
地
元
で

の
生
活
を
満
喫
し
て
い
ま

す
。

　

私
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
ピ
ア

ノ
を
続
け
て
お
り
、
大
学
で

は
音
楽
教
育
を
学
ん
で
い
ま

し
た
。
今
ま
で
音
楽
漬
け
の

日
々
だ
っ
た
の
で
、
周
り
か

ら
は
「
体
育
大
学
で
働
い
て

い
る
姿
が
想
像
で
き
な
い
」

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
音
楽

と
ス
ポ
ー
ツ
は
一
見
縁
遠
い

存
在
の
よ
う
で
す
が
、「
自

身
の
技
能
を
磨
き
、
よ
り
上

を
目
指
し
て
い
く
」
と
い
う

面
で
は
と
て
も
似
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。
配
属
さ
れ
た
総

務
課
職
員
係
は
、
教
職
員
の

福
利
厚
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
縁
の
下
の
力
持
ち
」
の
よ

う
な
存
在
で
す
。
慣
れ
な
い

業
務
も
多
く
ま
だ
ま
だ
未
熟

な
点
ば
か
り
で
す
が
、
こ
う

し
て
日
々
業
務
や
鍛
錬
に
励

む
教
職
員
の
皆
さ
ん
の
支
え

と
な
る
仕
事
が
で
き
て
い
る

こ
と
を
、
と
て
も
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

　

初
心
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か

ら
も
日
々
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　私たち剣道部は、男子93名、女子 37名、計130
名で活動しています。月曜日から土曜日の週６日間
稽古を行っており、火曜日と木曜日には朝稽古も
行っています。部員数は学内最大規模をほこり、大
学 4年間を「剣道の理念」に基づいた修行として
捉え、それぞれの目標にむかって日々の稽古に励ん
でいます。
　私たちの目標の一つに、出場する各大会で優勝
するという目標があります。特に全日本学生大会で
優勝することを大目標としています。昨年の全日本
学生大会は男子個人優勝、女子個人準優勝、男子
団体準優勝、女子団体準優勝という結果になりまし
た。男子個人は優勝したものの、女子個人、男子団
体、女子団体はあと一歩のところで優勝を逃してし
まい、悔しい思いをしました。今年は昨年の結果を
超えられるように、部員全員が一丸となって努力し
ていきたいと思います。
　一方で、剣道は剣道の理念にある通り人間形成

を第一の目的としています。試合に出場する以上、
勝ち負けにこだわるのは当たり前ですが、ただ勝利
すればよいということではなく、相手を敬う気持ち
や礼儀を重んずる心構えを大切にしなければなりま
せん。私たちはこれらの精神を持ち合わせたうえで
勝利することを目標としています。
　剣道には、「剣道即生活、生活即修行」という言
葉があります。この言葉は、剣道の稽古を通じて培っ
たものは日常で活かされ、日常生活での心持ちや振
る舞いもまた、剣道に影響することを意味していま
す。剣道部では技術を向上させることだけではなく、
剣道を生活の主軸にすることによって、規律正しい
生活を送り、人間性を高めていくことにも重きを置
いています。
　今後も、それぞれの課題に対して試行錯誤を繰
り返しながら、「朝鍛夕錬」の稽古に取り組み、少
しでも良い報告ができるように部員一丸となって努
力していきたいと思います。剣道部

課外活動団体紹介

競
技
力
向
上
月
間
の
取
組

　

鹿
屋
体
育
大
学
競
技
力
向

上
委
員
会
で
は
、
毎
年
5
月

を
「
競
技
力
向
上
月
間
」
に

設
定
し
、
学
内
外
の
講
師
に

よ
る
講
演
等
の
イ
ベ
ン
ト
企

画
を
行
い
、
学
生
の
競
技
力

向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
学
内
教
員
に

よ
る
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
講

義
を
要
望
す
る
課
外
活
動
団

体
へ
の
出
前
講
座
と
し
て
、

5
月
11
日
に
ス
ポ
ー
ツ
心
理

学
分
野
の
中
本
浩
揮
准
教
授

が
「
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
か
ら

見
た
自
分
を
成
長
さ
せ
る
方

法
」
と
題
し
て
実
際
の
ア
ス

リ
ー
ト
を
例
に
成
長
に
結
び

つ
く
た
め
の
考
え
方
に
つ
い

て
、
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

出
前
講
座
を
要
望
し
た
陸
上

競
技
部
の
学
生
を
中
心
に
32

名
が
参
加
し
、
多
く
の
質
問

が
飛
び
交
う
有
意
義
な
講
座

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
同
委
員
会
と
し

て
は
、
9
月
ま
で
の
間
に
、

学
外
の

講
師
に

よ
る
講

演
や
各

課
外
活

動
団
体

が
指
定

す
る
練

習
日
の

練
習
を

他
の
課

外
活
動

団
体
に

公
開
し

あ
い
、

有
益
な

ト
レ
ー

ニ
ン
グ

方
法
等

　

鹿
屋
体
育
大
学
は
、
主
に

首
都
圏
に
お
け
る
高
校
生
等

を
対
象
と
し
た
大
学
説
明
会

を
同
大
学
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
年
７
回
開

催
し
て
お
り
、
本
年
度
第
１

回
目
の
説
明
会
を
５
月
20
日

に
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
保
護
者
も
含
め

計
18
名
の
参
加
者
に
向
け

て
、
大
学
の
概
要
（
授
業
、

課
外
活
動
、
学
生
宿
舎
等
）

や
入
学
試
験
の
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
熱
心

に
説
明
を
聞
い
た
後
、
積
極

的
に
質
問
も
寄
せ
る
な
ど
、

同
大
学
へ
の
関
心
の
高
さ
が

伺
え
る
説
明
会
と
な
り
ま
し

平
成
30
年
度  

第
１
回 

東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

大
学
説
明
会
を
開
催

た
。

　

本
年
度
の
東
京
サ
テ
ラ
イ

ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
説
明
会

開
催
予
定
日
は
次
の
と
お
り

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

3
回
目

平
成
30
年
８
月
11
日
（
土
）

4
回
目

平
成
30
年
８
月
12
日
（
日
）

5
回
目

平
成
30
年
11
月
４
日
（
日
）

6
回
目

平
成
31
年
２
月
２
日
（
土
）

7
回
目

平
成
31
年
３
月
17
日
（
日
）

の
情
報
交
換
を
通
じ
て
競
技

力
向
上
を
目
指
す
企
画
な
ど

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 全体説明の様子



⑷

鹿屋体育大学広報室では、皆様のご意見をこれからの
広報活動への参考とすべくアンケートを実施しております。

アンケートは左記QRコード（下記URL）から
web入力できますので、ぜひアンケートにご協力ください。
ご意見お待ちしております。

URL︓https://goo.gl/forms/FKWoZr2cv0t3NFgy2
アンケート回答期限︓平成30年11月15日

皆様の声をお聞かせください!!
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国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、

１
９
８
５
年
4
月
外
国
語
教

育
セ
ン
タ
ー
と
し
て
共
同
教

育
研
究
施
設
の
中
で
最
初
に

設
置
さ
れ
、
２
０
１
1
年
4

月
に
国
際
交
流
や
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
さ
ら
に
推
進
す
る
目

的
で
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
と

な
り
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
と
し
て
は
、
①

国
際
交
流
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化

②
教
育　

③
社
会
貢
献
が
あ

り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
し

得
る
人
材
養
成
を
目
指
し
、

英
語
、
日
本
語
（
留
学
生

対
象
）、
中
国
語
、
韓
国
語
、

ド
イ
ツ
語
の
外
国
語
や
異
文

化
理
解
に
関
す
る
教
育
・
研

　

平
成
30
年
春
の
叙
勲
で
、

鹿
屋
体
育
大
学
の
會
田
勝
名

　
賛
助
会
費
は
、　

奨
学
金
、
国

際
交
流
、
学
内
研
修
等
に
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

《
一
　
般
》

カ
イ
コ
ー
㈱

様（
三
万
円
）

究
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
上

海
体
育
学
院
（
中
国
）、
韓

国
体
育
大
学
校
（
韓
国
）、

国
立
体
育
大
学
（
台
湾
）
の

交
流
協
定
校
な
ど
か
ら
の
海

外
留
学
生
の
受
入
や
、
ト
ビ

タ
テ
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
等
日

本
人
学
生
の
海
外
派
遣
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
英
語
・
日
本
語
の

プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
や
ア
チ
ー

ブ
メ
ン
ト
テ
ス
ト
、
Ａ
Ｏ
及

び
推
薦
合
格
者
に
対
す
る
入

学
前
教
育
に
加
え
、
事
務
局

の
国
際
交
流
係
と
連
携
し

て
、
日
本
語
補
講
、
留
学
生

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や

チ
ュ
ー
タ
ー
研
修
会
、
留
学

相
談
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
等
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
米

国
オ
レ
ゴ
ン
、
ハ
ワ
イ
の
短

期
研
修
派
遣
が
始
ま
り
、
現

在
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修

も
計
画
中
で
す
。

　

外
国
語
学
習
や
国
際
交
流

の
相
談
は
お
気
軽
に
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

會
田
勝
名
誉
教
授
（
元
副
学
長
）

春
の
叙
勲「
瑞
宝
中
綬
章
」受
章

国
立
大
隅
青
少
年
自
然
の
家
と
の

連
携
協
議
会
を
開
催

　

5
月
30
日
、
鹿
屋
体
育
大
学
と

国
立
大
隅
青
少
年
自
然
の
家
と
の

連
携
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
で
は
、
国
立
大
隅
青
少

年
自
然
の
家
の
矢
崎
雅
之
所

長
よ
り
、
昨
年
度
同
大
学
と

連
携
し
て
行
っ
た
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
や
野
球
の
実
技
指
導

や
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
に
つ
い
て
感
謝
の
意
が
表

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本

年
度
も
引
き
続
き
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
教
室
や
野
球
教
室
等

を
行
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

昨
年
度
の
反
省
を
踏
ま
え
さ

ら
に
よ
り
よ
い
も
の
へ
改
善

す
べ
く
積
極
的
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
両
機
関
で
更
な
る

連
携
を
深
め
、
同
大
学
の
社
会
貢

献
活
動
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

学内行事  ８月
  2日	・�期末試験予備日
  3日	・�夏期休業期間（～9月30日）
11日	・東京サテライトキャンパス大学説明会
　　　（～12日）
13日	・夏季一斉休業（～15日）
21日	・第３年次編入学試験（～22日）

【
学
内
共
同
研
究
教
育
施
設
だ
よ
り
】

【
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
だ
よ
り
】

外
国
語
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

　
セ
ン
タ
ー
長
：
吉
重
　
美
紀

　7 日・�ビーチバレー・ジャパン・カレッジ2018
　　第30回全日本ビーチバレーボール大学男女選手権大会
　　（～9　神奈川/川崎マリエン）
10日・第72回全日本学生体操競技選手権大会
　　（～12　兵庫/ベイコム総合体育館）
11日・第65回全国国公立大学選手権水泳競技大会
　　（～12　山口/山口きらら博記念公園水泳プール）
12日・第57回全日本学生なぎなた選手権大会
　　（埼玉/入間市市民体育館）
16日・九州学生夏季テニス選手権大会
　　（～20　福岡/福岡大学七隈コート　他）　
17日・�文部科学大臣杯第74回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（トラック）
　　（�～19　静岡/日本サイクルスポーツセンター伊豆ベロドローム）

闘いのスケジュール  ８月

誉
教
授
（
元
副
学
長
）

が
瑞
宝
中
綬
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
會
田
名
誉

教
授
が
、
長
年
に
わ

た
り
教
育
研
究
に
寄

与
し
た
功
績
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

専
門
は
体
育
学
。
東
京
学

芸
大
学
教
授
、
兵
庫
教
育
大

学
教
授
を
経
て
、
平
成
４
年

９
月
に
同
大
学
教
授
に
就
任

さ
れ
、
主
な
役
職
と
し
て
副

学
長
を
２
期
（
通
算
５
年
10

か
月
）
務
め
ら
れ
、
平
成
12

年
７
月
に
任
期
満
了
に
よ
り

退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
11
日
（
金
）
に
国
立

劇
場
で
の
伝
達
式
の
あ
と
、

皇
居
で
天
皇
陛
下
に
拝
謁
さ

れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

５月
【陸上競技】
◆第88回九州学生陸上競技対校選手権大会
（�5/18～20　福岡/東平尾公園　博多の森

陸上競技場）
▽男子
　100m	 3位	 東出　陽太	
　800m	 1位	 高木　駿一	
　1500m	 1位	 小林　青	
	 2位	 寺本　豊	
　棒高跳	 2位タイ	中森　一	
　三段跳	 1位	 許田　悠貴	
▽女子
　800m	 2位	 堤　裕希乃	
	 3位	 藤川　遥	
　1500m	 1位	 日隈　彩美	
	 2位	 藤川　遥	
　5000ｍ	 1位	 早川　可奈子	
	 2位	 日隈　彩美	
　走幅跳	 2位	 山本　渚	

【テニス】
◆�平成30年度九州学生春季テニス選手権

大会
（5/15～20　福岡/九州国際テニスクラブ）
▽男子
　シングルス	 2位	 林　大地	
	 3位	 田代　翔	
　ダブルス	 2位	 宇野、岡村（浩）
	 3位	 森脇、吉松	
▽女子
　シングルス	 1位	 今村　凪沙	
	 2位	 英　凪紗	
　ダブルス	 3位	 今村、岡﨑	
	 3位	 英、大津	

【女子バレーボール】
◆�平成30年度九州大学春季バレーボール

女子リーグ鹿児島大会
（5/24～27 鹿児島/鹿屋市体育館）
	 1位	 鹿屋体育大学	

【女子バスケットボール】
◆�第23回全九州大学春季バスケットボール

選手権大会
（5/12～20　熊本/大津町総合体育館ほか）
	 3位	 鹿屋体育大学

【体操競技】
◆第68回西日本学生体操選手権大会
（5/25～27　福岡/北九州市立総合体育館）
▽男子
　種目別ゆか	 1位	 上田　直樹	
　種目別あん馬	 4位	 藤巻　竣平	
	 5位	 大村　幸輝	
　種目別つり輪	 2位	 大村　幸輝	
	 3位	 堀内　柊澄	
	 3位	 西之原　佑奎	
	 3位	 福本　岳琉
　種目別跳馬	 5位	 原口　幸大	
　種目別平行棒	 2位	 上田　直樹	
　	 2位	 西之原　佑奎
　種目別鉄棒	 1位	 堀内　柊澄
	 3位	 中谷　至希
　個人総合	 2位	 藤巻　竣平
	 3位	 大村　幸輝
	 4位	 上田　直樹
　団体総合	 1位	 鹿屋体育大学
◆2018 FIG種目別チャレンジカップ・スロベニア大会
（5/31～6/3　スロベニア/コペル）
▽男子
　鉄棒	 1位	 杉野　正尭
　あん馬	 5位	 杉野　正尭

【水泳】
◆第4回九州学生春季公認記録会
（5/13　佐賀/佐賀県立総合運動場水泳場）
▽女子
　100ｍ平泳ぎ	 3位	 藤坂　侑実
　200ｍ平泳ぎ	 2位	 藤坂　侑実
◆ジャパンオープン2018
（5/24～27　東京/東京辰巳国際水泳場）
▽男子
　800ｍ自由形	 8位	 小林　祐馬
　1500ｍ自由形	 7位	 小林　祐馬
◆第50回西日本年齢別選手権水泳大会
（5/26～27　熊本/アクアドームくまもと）
▽男子
　100ｍ自由形	 4位	 古賀　圭一郎
　200ｍ自由形	 2位	 古賀　圭一郎
	 4位	 可德　圭秀
　400ｍ自由形	 1位	 可德　圭秀
	 4位	 田切　和也
　1500ｍ自由形	 2位	 可德　圭秀
	 4位	 田崎　竜成
　100ｍ背泳ぎ	 3位	 門田　凌我
　200ｍ背泳ぎ	 1位	 黒川　真吾
	 4位	 門田　凌我
　100ｍバタフライ	 5位	 榊　大希
　200ｍバタフライ	 4位	 榊　大希

　200ｍ個人メドレー	1位	 古賀　圭一郎	
　400ｍ個人メドレー	2位	 田崎　竜成	
▽女子
　50ｍ自由形	 3位	 大木場　真由	
　100ｍ自由形	 4位	 讃岐　百花	
　200ｍ自由形	 4位	 鳥居　真世	
　	 5位	 大木場　真由	
　400ｍ自由形	 3位	 小川　真侑	
	 4位	 鳥居　真世	
	 5位	 讃岐　百花	
　800ｍ自由形	 2位	 小川　真侑	
　200ｍ平泳ぎ	 3位	 五十嵐　陽美	
　100ｍバタフライ	 1位	 大木場　真由	

【剣道】
◆第65回全九州学生剣道選手権大会
（5/12　福岡/糟屋町総合体育館）
	 1位	 山崎　仁平	
	 2位	 牧島　凜太郎	
	 3位	 齋藤　拓仁
◆第51回全九州女子学生剣道選手権大会
（5/12　福岡/糟屋町総合体育館）
	 1位	 松本　智香

【ヨット】
◆2018年度西日本学生ヨット選手権大会
（5/3～5　福岡/福岡市ヨットハーバー）
　国際スナイプ級	 総合2位
　　岩下・北林、宮本・伊藤、真鍋・今津	
◆2018年度九州470・スナイプ級選手権大会
（5/12～13　福岡/福岡市ヨットハーバー）
　国際スナイプ級	 1位	 宮本・伊藤	

【カヌー】
◆2018アジアパシフィックレガッタ
（5/11～13　オーストラリア/アデレード）
▽男子
　U21 男子 K1 200m	6位	 橋沼　新	
　U21 男子 K2 500m	6位	 橋沼※	
　U21 男子 K2 1000m	6位	 橋沼※	
　U21 男子 K4 500m	2位	 橋沼※	
　U21 男子 K4 1000m	3位	 橋沼※	
　U21 男女混合リレー 200m	2位	 橋沼※	
※は他団体選手との出場を示す。

【ウインドサーフィン】
◆�ウインドサーフィン2018ノースアメリカン選手権
（5/23～27　メキシコ/カンクン）
▽女子
　女子 RS：X クラス	7位	 渡邊　純菜


